
テルル毒本No.1９
福島原発公害の原因裁定を求める会」が原因裁定を求めている
「放射能毒と化学毒の複合汚染・複合影響」の真相

山田國廣著
（１）福島原発事故後の9本のプルームに混入していた”テルル毒入りCsボール“には、放射性テルル、放射性
ヨウ素、放射性セシウムという放射能毒物と安定テルル（Te-128,Te-130）、ウラン（U)、鉛（Pb）などの
ような化学毒物という毒性の異なる2種類の毒物は微粒子の中に存在する”複合汚染・複合影響“を起こしてい
た。

（２）福島原発公害の原因裁定を求める会」が原因裁定を求めている「放射能毒と化学毒の複合汚染・複合影
響」の真相を明らかにする
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福島原発事故被害放射能毒・化学毒原因裁定を求める会



イベント１~5の内容説明
イベント1：９本のプルーム軌跡とプルームの到達日②到達地域③放出源
イベント２：AタイプとBタイプCsボールの形状と構成核種および１号機放出プルームの汚染範囲、２号機放出の汚染範囲
イベント３：つくば気象研ではAタイプCsボール内の放射性テルル、ヨウ素、セシウムと安定テルル、ウラン等の化学毒物が同時検出されていた
イベント４：日本列島７か所で原発事故直後に観測された大気浮遊塵にはCsボール内の放射性テルル、ヨウ素、セシウムが実測されていた
イベント５：北半球・CTBT観測所では福島原発事故後にCsボール内の放射しテルル、ヨウ素、セシウムが観測されていた
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◎2011年３月１５日につくば気象研究所に飛来した２号機放出プルーム２から採取された高濃度放射性Cs含有微粒子（CsMP：Cesium-bearing 
microparticles)には,放射性セシウム（Ｃs-134,Cs-136,Cs-137)とともに放射テルル(Te-129,Te-129m、Te-132）、放射性ヨウ素（I-131,I-132,I-133）な
どの放射能毒物（β線,γ線・放出毒）とともに、高度化学毒性を有する安定テルル（Te-128,Te-130）やU（ウラン）,Pb（鉛）、そして中度化学毒性
を有するBa（バリウム）、Sb（アンチモン）、Sn(スズ）、Mo（モリブデン）などが微粒子（Type-A・Csボールとも呼ばれている）に混在していた。

Type-A・Csボールの形状（大きさは数μｍでほぼ球形）と混入核種名と毒性（放射能毒性、化学毒性）の

「放射能毒と化学毒の複合汚染モデル図」
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毒性、化学毒物の意味

①毒性とは

「生物に対して有害作用のある物質の特性を毒性といい“この物質は強い毒
性がある”とか“毒性がない”などと表現される」

②化学毒物とは

「毒物は毒性のきわめて強い物質と言える。毒性は一般に急性毒性と慢性
毒性にわけられる。例えば青酸カリやフグ毒のような化学特性毒物に1回の
摂取でも影響が見られる毒性を急性毒性といい、鉛や発癌物質のように長
期にわたる摂取の結果、徐々に現れる毒性を慢性毒性という（文献：こと
ばんく、毒性より）」
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①放射性物質②放射能③放射能毒の意味

①放射性物質とは

「放射能をゆする物質を放射性物質といいます」。

②放射能とは

「放射能とは“放射線を出す能力”のことです。放射線と一般的にいう場合、
電離放射線のことをいいます。電離放射線は物質を構成する原子を電離す
る能力を有し、粒子線と電磁波があります。粒子線の仲間には①原子核か
ら飛び出るヘリウムの原子核であるα（アルファ）線、原子核から飛び出
る電子であるβ（ベータ）線などがあります。γ（ガンマ）線は電磁波の
一種です」

③放射能毒とは

「α線、β線、γ線は生物の細胞や遺伝子にたいして有害作用があり、そ
れらを放射能毒といいます」
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放射線（α線、β線、γ線）の透過力と毒性評価（環境省の資料より）
注：α線、β線は透過力はγ線に比べて小さいが、内部被ばく影響では体表や体内臓器組織に届き、DNA損傷
や細胞組織損傷を起こすことが知られている。ウランやプルトニウムなどの放射性物質には化学毒もあり、放
射能毒ととの複合影響があることに注意する必要がある。
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ベータ線熱傷とは（imidasより引用）
注１：福島原発事故により放出された放射性テルル、ヨウ素、セシウムの内部被ばくによる放射能毒影響の典型的症状が「ベータ線熱傷」である。
注２：原発事故後の３月１５日10時に東京都世田谷区の都立産総研に飛来したプルーム２のエアロゾル放射能濃度測定値では全核種合計放射能が1202Bq/m3、Te-132,
Ｉ-132の親子核種合計放射能は670Bq/m3, 放射能寄与率は56％であり、ベータ線放出の56％がTe-132,I-132親子核種の複合影響により放出されていることがわかって
きた。
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複合汚染、複合影響、公害の意味
①複合汚染とは

• 「大気、水、土壌、食費などにおいて複数の汚染物質による同時汚染が生じた場合を”複合汚染
“と呼びます」

• 「福島原発事故後の9本のプルームに混入していた”テルル毒入りCsボール“には、放射性テル
ル（放射性テルルは放射能毒と化学毒を有する）、放射性ヨウ素、放射性セシウムという放射
能毒物と安定テルル（Te-128,Te-130）、ウラン（U)、鉛（Pb）などのような化学毒物という
毒性の異なる2種類の毒物は微粒子の中に存在する”複合汚染“を起こしていた」

②複合影響の意味

• 「物質A、物質Bの一つ一つの物質では影響がなくても、毒性がA＋Bのように足し合わせると
有害な影響を及ぼす場合を”相加作用・複合影響“、と呼びます」

• 「毒性がA×Bのように強くなる影響を及ぶ場合を”相乗作用・複合影響“と呼びます」

③公害とは

・「①事業活動その他の人の活動に伴って生じる②相当範囲にわたる③大気の汚染、水質の汚
濁、騒音、振動、地盤沈下および悪臭によって④人の健康又は生活環境に係る被害が生じるこ
と」
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広島衛研ニュースに紹介されていた「Csボール内混入・有害金属の急性毒性：LD50の毒性評価表」
注：Csボール内には、テルル化合物、ウラン化合物、鉛など多種類の化学毒物が複合汚染を起こしていた
注１：テルル化合物、ウラン化合物、鉛などは高度毒性（LD50が1～１０mg/kg)の評価であった。
注2：高度毒性のテルル（４価）はTeO2,TeCl4,H2TeO3、ウラン（６価)はUO3,UF6,UCl6、鉛（Pb）

注３：アンチモン（Sb）、スズ（Sn）、バリウム（Ba）、モリブデン（Mo)は中等度毒性である。
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テルル同位体の①核種名と質量数②中性子数③中性子過剰率（中性子数/陽子数）④半減期⑤崩壊様式⑥崩壊後の生成核種⑦地球上の存在比率
注１：茶色数値表示は安定核種、注２：青色数値表示は福島原発事故後に検出された核種、注３：Te-127～Te-137は核分収率が0.1％以上の核種
注４：３月１５日の都立産総研に飛来したP２プルームのTe-132濃度は飛来核種中の最大濃度であった。Te-132は半減期3.2日でβ線を出して娘核種のI-132に壊変しI-132は
半減期2.3時間でβ線を出してXe-１３２に壊変する短時間に内部被曝の主要原因であるβ線をダブル放出することによる内部被ばく影響が大変大きい。
α：アルファ壊変（He-4の原子核を放出する。生成核種の原子番号は－2、質量数は－４）
β+ ：ベータプラス壊変（＋電子が放出される。原子番号は－１、質量数は変化なし）
β- ：ベータマイナス壊変（－電子が放出される。原子番号は＋1、質量数は変化なし）
2β- ：2重β壊変（β-壊変が2回続く。原子番号は＋2、質量数は変化なし。
EC： 軌道道電子電子捕獲壊変（原子番号は－1、質量数は変化なし）
IT：核異性体転移（励起状態からの転換でγ線を放出し、原子番号、質量数は不変）
ｍ：質量数後のmは励起状態の意味でエネルギーが残っておりγ線を放出してｍが外れ、質量数は不変

①同位体核種名と質量数
（カッコ内数値）

②中性子数
③中性子/陽子数(中性
子過剰率）

④半減期 ⑤崩壊様式と（母娘関係） ⑥崩壊後の生成物 ⑦地球上の存在比率(%)

Te-127 75 1.44 9.35時間 β+（Te-127mと母娘関係） I-127

Te-127m 75 1.44 109日 IT

Te-128 76 1.46 7.7×1024年 2β- Xe-128 31.74

Te-128m 76 1.46 370ｎ秒

Te-129 77 1.48 69.6秒 β-（Te-129mと母娘関係） I-129

Te-129m 77 1.48 33.6日

Te-130 78 1.50 2.7×1021年 2β- Xe-130 34.08

Te-13０ｍ 78 1.50 1.9μ秒

Te-131 79 1.52 25分 β- I-131

Te-131m 79 1.52 30日

Te-132 80 1.54 3.2日 β- I-132

Te-133 81 1.56 12.5分 β- I-133

Te-133m 81 1.56 55.4分

Te-134 82 1.58 41.8分 β- I-134

Te-134m 82 1.58 164n秒

Te-135 83 1.60 19秒 β- I-135

Te-135m 83 1.60 510ｎ秒

Te-136 84 1.62 17.63秒 β- I-136

Te-137 85 1.63 2.49秒 β- I-137

参考文献：①ATOMIC WEIGHTS OF THE ELEMENTS:REVIE 2000Pure Appl,Chem.,Vol.75,N0.6,769pより
②The AME2016 atomic mass evaluationW.j.Huang et al ：Chiness Physics C、 Vol.41,No 3(2017)030002
③The NUBASE2016 evaluation of Nuclear Properties G Audi et al :Chiness Physics C、 Vol.41,No 3(2017)030001
④桜井弘著：元素111の新知識（講談社ブルーバックス）239Pより
⑤フリー百科事典「ウィキペディア」、テルルの同位体より
⑥アイソトープ手帳（日本アイソトープ協会）57Pより
⑦海老原充著：現代放射化学、化学同人、42pより
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ヨウ素同位体の①核種名と質量数②中性子数③中性子過剰率（中性子数/陽子数）④半減期⑤崩壊様式⑥崩壊後の生成核種⑦地球上の存在比率
注１：茶色数値表示は安定核種、注２：青色数値表示は福島原発事故後に検出された核種、注３：I-127～I-137は核分収率が0.1％以上の核種
注４： ４：３月１５日の都立産総研に飛来したP２プルームのTe-132濃度は飛来核種中の最大濃度であった。 Te-１３２は半減期3.2日でβ線を出して娘核種のI-132に壊変
しI-132は半減期2.3時間でβ線を出してXe-１３２に壊変する短時間に内部被曝の主要原因であるβ線をダブル放出することによる内部被ばく影響（特に甲状腺に対する影
響）が大変大きい。
◎崩壊様式と原子番号、質量数の変化：α：アルファ壊変（He-4の原子核を放出する。生成核種の原子番号は－2、質量数は－４）
β+ ：ベータプラス壊変（＋電子が放出される。原子番号は－１、質量数は変化なし）
β- ：ベータマイナス壊変（－電子が放出される。原子番号は＋1、質量数は変化なし）
2β- ：2重β壊変（β-壊変が2回続く。原子番号は＋2、質量数は変化なし。
EC： 軌道道電子電子捕獲壊変（原子番号は－1、質量数は変化なし）
IT：核異性体転移（励起状態からの転換でγ線を放出し、原子番号、質量数は不変）
ｍ：質量数後のmは励起状態の意味でエネルギーが残っておりγ線を放出してｍが外れ、質量数は不変

I-127 74 1.42 安定 100

I-128 75 1.44 25分 β-、β＋ Xe-128,Te-128

I-129 76 1.46 1.57×１０７年 β- Xe-129 微量

I-130 77 1.48 12.36時間 β- Xe-130

I-131 78 1.50 8.02日 β- Xe-131

I-132 79 1.52 2.3時間 β-（Te-132と親子関係） Xe-132

I-133 80 1.54 20.8時間 β- Xe-133

I-133m 9.2秒 IT I-133

I-134 81 1.56 52.5分 β- Xe-134

I-134ｍ 3.52分 IT I-134

I-135 82 1.58 6.57時間 β- Xe-135

I-136 83 1.60 83.4秒 β- Xe-136

I-136ｍ 46.9秒 IT I-136

I-137 84 1.62 24.13秒 β- I-136ｍ

参考文献：①ATOMIC WEIGHTS OF THE ELEMENTS:REVIE 2000 Pure Appl,Chem.,Vol.75,N0.6,769pより
②The AME2016 atomic mass evaluation:W.j.Huang et al ：Chiness Physics C、 Vol.41,No 3(2017)030002
③The NUBASE2016 evaluation of Nuclear Properties :G Audi et al :Chiness Physics C、 Vol.41,No 3(2017)030001
④桜井弘著：元素111の新知識（講談社ブルーバックス）241Pより
⑤フリー百科事典「ウィキペディア」、ヨウ素の同位体より
⑥アイソトープ手帳（日本アイソトープ協会）59Pより

①同位体核種名と質量数
（カッコ内数値）

②中性子
数

③中性子/陽子数(中
性子過剰率）

④半減期 ⑤崩壊様式と（親子関係） ⑥崩壊後の生成物
⑦地球上の存
在比率(%)

2024/3/25
山田國廣著テルル読本No19「放射能毒と化学毒の複合汚

染・複合影響」の真相
11



セシウム同位体の①核種名と質量数②中性子数③中性子過剰率（中性子数/陽子数）④半減期⑤崩壊様式⑥崩壊後の生成核種⑦地球上の存在比率
注１：茶色数値表示は安定核種、注２：青色数値表示は福島原発事故後に検出された核種、注３：Cs-133～Cs-142は核分収率が0.1％以上の核種
◎崩壊様式と原子番号、質量数の変化
α：アルファ壊変（He-4の原子核を放出する。生成核種の原子番号は－2、質量数は－４）
β+ ：ベータプラス壊変（＋電子が放出される。原子番号は－１、質量数は変化なし）
β- ：ベータマイナス壊変（－電子が放出される。原子番号は＋1、質量数は変化なし）
2β- ：2重β壊変（β-壊変が2回続く。原子番号は＋2、質量数は変化なし。
EC： 軌道道電子電子捕獲壊変（原子番号は－1、質量数は変化なし）
IT：核異性体転移（励起状態からの転換でγ線を放出し、原子番号、質量数は不変）
ｍ：質量数後のmは励起状態の意味でエネルギーが残っておりγ線を放出してｍが外れ、質量数は不変

Cs-133 78 1.42 安定 安定 Te-120 100

Cs-134 79 1.44 2.065年 β- Ba-134

Cs-135 80 1.45 2.3×106年 β- Ba-135

Cs-135m 80 1.45 53分 IT Cs-135

Cs-136 81 1.47 13.16日 β- Ba-136

Cs-136m 81 1.47 19秒 IT Cs-136

Cs-137 82 1.49 30.17年 IT Ba-137ｍ

β- Ba-137

Cs-138 83 1.51 33.41分 β- Ba-138

Cs-138m 83 1.51 2.91分 IT Cs-138

Cs-139 84 1.53 9.27分 β- Ba-139

Cs-140 85 1.55 63.7秒 β- Ba-140

Cs-141 86 1.56 24.84秒 β- Ba-141

Cs-142 87 1.58 1.69秒 β- Ba-142

参考文献 ①ATOMIC WEIGHTS OF THE ELEMENTS:REVIE 2000Pure Appl,Chem.,Vol.75,N0.6,769pより
②The AME2016 atomic mass evaluation：W.j.Huang et al ：Chiness Physics C、 Vol.41,No 3(2017)030002
③The NUBASE2016 evaluation of Nuclear Properties ：G Audi et al :Chiness Physics C、 Vol.41,No 3(2017)030001
④桜井弘著：元素111の新知識（講談社ブルーバックス）247Pより
⑤フリー百科事典「ウィキペディア」、セシウムの同位体より
⑥アイソトープ手帳（日本アイソトープ協会）57Pより
⑦海老原充著：現代放射化学、化学同人、42pより

①同位体核種名と質量数
（カッコ内数値）

②中性子数
③中性子/陽子数(中
性子過剰率）

④半減期 ⑤崩壊様式 ⑥崩壊後の生成物
⑦地球上の存在比
率(%)
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2011年3月15日１０時から11時に東京都世田谷区・都立産総研に飛来したP２プルームのTe-132濃度は飛来核種中
の最大濃度（390Bq/m3)であった。「Te-132は半減期3.2日でβ線を出して娘核種のI-132に壊変し,そしてI-132は半
減期2.3時間でβ線を出してXe-１３２に壊変する短時間に、内部被曝の主要原因であるβ線をダブル放出すること
による内部被ばく影響」が大変大きい。原発事故直後のこのようなTe-132とI-132の短半減期母娘核種に依るベータ
線の短時間放出はCTBT高崎観測所、つくば気象研などで観測されており、東日本広域で起こっていた。

2011年3月15日の東京都世田谷区深沢都立産業技術センターにおける大気浮遊粒子状放射能濃度
（Bq/m3)

測定日時 Te-129(69.6秒)
Te-129m(33.6
日)

Te-131m(30日) Te-132(3.2日) I-131(8.02日)
I-132(2.3時
間)

I-131m(30日)
Cs-134(2.065
年)

Cs-13６（13.2)日 Cs-134(2.065年)

3月15日3時~4時 1.5 1.8 0.44 12 11 8.5 1.5 1.9 0.3 1.8

3月15日7時~8時 1.2 3.4 1.2 0.45 0.16 0.025 0.15

3月15日8時~9時 4.6 6.2 3.4 0.81 0.8 0.14 0.77

3月15日9時~10時 1.4 14 3.2 83 67 59 8.6 12 2 11

3月15日10時~11時 51 63 13 390 240 280 30 64 11 60

3月15日11時~12時 18 25 4.7 150 83 100 9.7 24 4.2 23

3月15日12時~13時 13 8.6 8.3 1 2.2 0.44 2.2

3月15日13時~14時 1.9 5.6 5.6 4.2 0.69 0.81 0.14 0.81

3月15日14時~15時 6 6.2 4.6 0.78 1 0.19 0.94

3月15日15時~16時 9.9 9.8 7.2 1 1.9 0.32 1.8

3月15日16時~17時 10 11 7.5 1.2 1.9 0.3 1.7

3月15日17時~18時 1.7 2.8 10 11 7.6 1 1.8 0.32 1.7

3月15日18時~19時 0.61 13 12 9.3 1.2 2.4 0.41 2.1

3月15日19時~20時 0 9.7 9.4 6.7 0.91 2 0.34 2

3月15日20時~21時 0 4.1 3.3 2.7 0.31 0.85 0.13 0.69

3月15日21時~22時 0 3.6 3.4 2.5 0.27 0.66 0.09 0.61

3月15日22時~23時 0 4 3.4 3 0.34 0.85 0.16 0.82

3月15日23時~24時 0 1.4 1.6 1.2 0.15 0.27 0.046 0.3

2011年3月合計放射能
（Bq/m3）

160 190 24 960 1000 670 24 230 33 210
2024/3/25

山田國廣著テルル読本No19「放射能毒と化学毒の複合汚
染・複合影響」の真相
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注目点1：2011年3月15日から23日の東京都世田谷区深沢・都立産業技術センターにおけるテルル毒入りCsボール内核種の大気浮遊塵放射能
（Bq/m3）時間へ名k⇒3月15日10時～11時に2号機発P2プルームのピーク（Te-132が390Bq/m3,I-132は280Bq/m3)が到達して,ベータ線の短時間大
量放出により内部被ばくを起こしていた。
注目点２：外部被ばくのガンマ線放射線量についても、Te-132,I-132親子核種の寄与率は75%程度にあることがわかっている。

山田國廣著テルル読本No19「放射能毒と化学毒の複合汚染・複合影響」の真相
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2011年3月15日から23日の東京都世田谷区深沢・都立産業技術センターにおけるテルル毒入りホットパーティクル形成核種の大気浮遊塵放射能（Bq/m3）

Cs-134(2.065年) Cs-134(2.065年) Cs-134(2.065年) Te-129(69.6秒) Te-129m(33.6日)

Te-131m(30日) Te-132(3.2日) I-131(8.02日) I-132(2.3時間)
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オークリッジ・レポートは「急性原爆症の原因は黒い雨による内部被曝影響（ベータ線熱傷影響）である」ことを警告していた
オークリッジレポートの表紙です。このレポートは、ネット検索画面で以下のURLからダウンロード入手可能です。
URL:http://www.survivoling .org/classics/「Examination of A-Bomb Survivors Exposed To Fallout  and Comparison To similar 
Control Population-ORNL-TM-4017.pdf」

・ ABCCの急性原爆症過小評価基準に対して批判した４人目は、ABCCから原爆を開発したオークリッジ研究所に派遣されて広島・長崎原
爆の急性原爆症原因について研究をしていたHiroaki Yamadaでした。

・ 黒い雨による被ばく時の様子や被ばく影響に関して、大変重要な文献が1972年12月に発行されながらく放射能影響研究所（ABCCの後
を引き継いだ日本の研究所）に眠っていた「ました。オークリッジ国立研究所（ORNL）のテクニカルレポート（ORNL-TM-4017、1972
年）：AN EXAMINATION OF A-BOMB SUVIVORS EXPOSED TO FALLOUT RAIN AND A COMPARI(放射能雨に曝され原爆被ばく生
存者の調査と類似対象者との比較)」です。

・著者はアメリカ占領軍によって作られたABCC(原爆傷害調査委員会)から出向していた調査員の日本人ヒロアキ・ヤマダとアメリカ人の
T・D・ジョーンズで、組織の内部向けに書かれたレポート（警告文書）でした。ここで、「放射能雨」とは、結論部分では「黒い雨」と表
現されている。放射能雨にさらされた被ばく生存者とは爆心地から1600m以上離れた場所の居住者で「黒い雨」に遭遇した287名である。類
似対象者とは、黒い雨に遭遇しなかった16045名のことです。調査に使用された情報源は、ABCCのコンピュータに保管されていた広島
75100件、長崎24900件のコンピュータデータでした

• オークリッジレポート最後のまとめ部分にある表11に掲載されている「黒い雨に遭遇した人と遭遇しなかった人々の発症倍率で発熱倍
率（13.56%/1.32％＝10倍）、嘔吐倍率(22%/1.1%=１４倍)、脱毛倍率（66.5%/4.4%=15倍）などの比較倍率」です。

• この表１１の結果だけでも、急性原爆症の原因が外部被曝線量ではなく、黒い雨に遭遇して内部被曝を受けたか受けなかったかにある
ことは明確です。何しろ、発熱は10倍、嘔吐は14倍、下痢が22倍、・・・脱毛は15倍という倍率なのです。なお、この発症率で２㎞以遠
で黒い雨に遭遇しなかった人たちにも発熱、嘔吐、脱毛が1.3%,1.1%、4.4％出ていることは、 “ABCCが3㎞以遠は被曝線量リスクゼ
ロ”としていることが誤魔化しであり、3㎞以遠でもかなりの被曝影響があったことを示唆しています。

• Hiroaki Yamadaは「発熱、下痢、脱毛の比較倍率はかなり正確な数値である。黒い雨に遭遇した生存者において顕著な兆候はガンマ線
被曝（訳者注：外部被曝線量）に比べて、ベータ線被曝線量（訳者注：内部被曝線量）がきわめて高かかたことが示唆される」と結論付
けています

2024/3/25 山田國廣著テルル読本No19「放射能毒と化学毒の複合汚染・複合影響」の真相 15



表１１ 黒い雨遭遇者と対象地域の急性原爆症発生率の比(倍率)
オークリッジ・レポートには、黒い雨に遭遇した287名に被曝線量区分と急性原爆症の小症状（発熱、嘔吐、下痢）と
大症状（少症状以外のすべてで脱門、紫斑、口内の痛みなど）、小および大症状発症者、症状無し、の人数と比率
（％）が被曝線量区分別の掲載されていました。
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テルル化合物の恐るべき10大毒性（その２）⇒「急性原爆症＋金属の味」
注１：テルル化学毒性は福島原発事故後の”急性原爆症状“を表していた。

注2：福島原発事故放出プルーム中のTe-132,I-132から放出されたベータ線熱傷もテルル化
学毒との複合影響にとり急性原爆症を起こしていた可能性がある。

文献および実験条件 ・ 急性原爆症＋金属の味

国立環境研究所が発行して
いる「テルル及びその化合
物」には、テルルの急性毒
性について次のように書か
れています。。

・ 「テルルのエアロゾルは眼、気道を刺激して、肝臓、中枢神経に影響を与えることがある。
吸入すると嗜眠、口内乾燥、金属味、頭痛、ニンニク臭、吐き気を生じ、経口摂取ではさ
らに腹痛、便秘、嘔吐を生じる。目に入ると発赤、痛みを生じる」

誤って2gの亜テルル酸ナト
リウムをカテーテルで注入
された２人の患者への影響

・ チアノーゼ、嘔吐、混迷、意識喪失、腎臓痛が見られ4.5~6時間後に死亡。
・ 2人の剖検では頭頚部の顕著なチアノーゼ、皮下脂肪及び蓄積脂肪の黄変下、筋肉の褐色

化、膀胱及び尿管の黒変化、肺、肝臓、脾臓、腎臓のうっ血が見られた。

4週間前のテルルに汚染され
た肉片を小量摂取した37歳
女性の症状

・ 数時間後にニンニク臭が見られ、吐き気、嘔吐、口中の金属味、呼気や汗や排せつ物に顕
著なニンニク臭が見られた。

・ 翌日には発熱し吐き気、嘔吐が続いた。2週間後には脱毛がみられた。
・ 来院時の胃には点状出血があり胃粘膜に炎症が見られた。
・ 8週間後には脱毛は止まったが、呼気のニンニク臭は消えなかたった。

2024/3/25 山田國廣著テルル読本No19「放射能毒と化学毒の複合汚染・複合影響」の真相 17



毒 物 テ ル ル と 放 射 性 ヨ ウ 素 の 「 複 合 汚 染 。 複 合 影 響 」
福島第一原発事故後の汚染空気、飲料水、食品に混入していた毒物テルルと放射性ヨウ素を同時摂取した場合「毒物テルルと放射性ヨ
ウ素の複合汚染・複合影響」により「甲状腺がんだけでなく甲状腺機能障害が大幅に増える」

2024/3/25 山田國廣著テルル読本No19「放射能毒と化学毒の複合汚染・複合影響」の真相 18



テルルの恐るべき10大毒性（その５）⇒テルルは甲状腺に蓄積し安定ヨウ素を減少させ急速のヨウド
欠乏症を起こし甲状腺がん、甲状腺機能低下症、甲状腺結節増大をもたらす
①論文の題名「セレンとテルルの効果、セレン含有酵素グルタチオン・ペルオキシターゼの活性、Ⅰ型ヨードチロニン脱ヨウ素酵素、微量元素甲状腺レベ
ル、そしてラットにおける甲状腺ホルモンの状態」：
②論文掲載雑誌名：Biological Trace Element Reserch,Vol116,2007。
③著者：チェコスロバキア共和国のチャールズ大学医学部の研究者のVLADISLAV TOPOCAN他著：
④論文の入手法：https://pubmed.ncbi.nlm.gov DOI:10.1007/BF02989087
⑤論文の結論：「テルルは甲状腺の中に蓄積する。テルル単独、テルルとセレン、亜鉛との組み合わせの汚染水を与えられたラットの甲状腺の安定ヨウ素
は、汚染されていない水を与えられた対象の雄ラットのヨウ素量に比べて６５～７０%に減少した」。
論文の概要要約
「テルルとセレンは化学的に同族(16族)に属している。セレンは甲状腺の機能と密接に関連している必須元素である。テルルは工業プロセスにおいて消費
量が増えている。テルルの生殖活性、とくに細胞組織内のセレン含有成分との科が相互作用についえては、ほとんどわかっていない。 中略・・テルルは
甲状腺の中に蓄積する。テルル単独、テルルとセレン、亜鉛との組み合わせの汚染水を与えたラットの甲状腺の要素は、汚染されていない水を与えられた
対象の雌ラットの要素量に比べて65％～70%に減少した」。論文には、実験結果の表が掲載されていた。その表から読み取れる重要な事実を2点以下に示
す。
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甲状腺機能に対するSe（セレン）とTe（テルル）の効果
表３：非汚染水（対象）と汚染水を与えられたラットの甲状腺におけるTe（テルル）,Se（セレン）,Zn（亜鉛）およびヨウ素の蓄積
表３からわかる重要事項：
①汚染されていない水を与えられた対象ラットのTe蓄積量は検出限界以下で、安定ヨウ素は446μg/gである。
②テルル化合物汚染水を与えられたラットのTe蓄積量は0.78μg/gと汚染水ラットの中で最大の蓄積量であった。
③テルル化合物汚染水を与えられたラットの安定ヨウ素蓄積量は284μg/gと、非汚染水ラットの蓄積量より0.64倍になり162μg/g減少した。
④テルル化合物汚染水を与えられたラットの安定ヨウ素蓄積量は284μg/gは、汚染水ラットの安定ヨウ素蓄積量の中では最小値である。
⑤Seは脱ヨード酵素ととして知られているSe含有酵素により甲状腺ホルモン循環に重要な役割を果たしており、汚染水をTe+Seとテルルとセ
レンの混合汚染水にした場合、甲状腺へのTe蓄積量は0.51μg/g、安定ヨウ素蓄積量は318μg/gとTe単独汚染の場合に比べて”セレンはテルル
の甲状腺への蓄積量を減少させ、安定ヨウ素の蓄積量をテルル単独汚染の場合より増加させる“
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「放射線や化学毒物にはDNAを傷つける作用があり、両者が微粒子の中に存在するときは”DNA損傷に関する
相加的または相乗的複合影響が起こる可能性がある」
環境省のホームページに掲載されている「発がんの仕組み」
①放射線（β線、α線、γ線など）ばかりではなく、種々の化学物質や紫外線はDNAを傷つける作用がある。
②変異細胞はがんいなるまでには、色々なプロセス（多段階発症モデル）必要で、変異細胞がガンになるまでには数年～数十年かかる。
出典：https://www.env.go.jp/chemi/h29kisoshiryo/h29kiso-03-07-01.html
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MAK Value Documentation,2006における「テルル及びその無機化合物」の5.5遺伝毒性において⇒「無機テルル化合物
には以下の4種類の遺伝毒性があることが説明されている。
①細菌試験系では無機テルル化合物がDNAに直接損傷を与えることが判明
②無機テルル化合物はネズミチフス菌などで変異原性があることが分かった
③テルル酸アンモニウムはヒト白血球の染色体切断を誘発した
④テルル酸はヒトリンパ球の小核を生成した
参考文献：①Kanematsu N,Hara M,Kada T.(1980):Rec assay and mutagenicity studies on metal compounds. Mutat Res.77:109-116

②Yagi T,Nishioka H.(1977):DNA damage and its degradation by metal compounds.同志社大学理工学研究報告:63-70
③Paton GR,Allison AC.(1972):Cromosome damage in human cell culuture induced by metal salts. Mutat Res.16:332-336
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